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次世代バイオ産業・農業による「食」のサステナビリティの実現次世代バイオ産業・農業による「食」のサステナビリティの実現
今、バイオテクノロジーと農業技術に期待されていることは、デジタル技術も取り入れた取組みによる地球規模の持続的成長＝
サステナビリティの実現への貢献である。なかでも、生活の基盤である「衣」「食」「住」における寄与へのポテンシャルは大きく、
このサステナビリティの実現にこれらの技術は不可欠である。

地球環境資源の持続性（サステナビリティ）において、食の持続性（「食」
のサステナビリティ）をテーマに、

①農業のサステナビリティ
②食材・食品のサステナビリティ
③「食」関連資源・環境のサステナビリティ

を統合的に実現する「スマートフードシステム」のために必要となる「食」
関連研究開発のデータ・情報の利活用基盤の構築を図る。

具体的には、食料の「開発」、「生産」、「加工」、「流通」、「販売」、「消費」、
「資源循環」を循環的に連関させ、各ステージのデータ・情報を収集・利
活用し、供給側と需要側のシーズ・ニーズのマッチングにより

〇農業現場の効率化・農業経営効率の向上
〇フードロス・フードウェイストの削減
〇食材・食品の高付加価値化
〇輸出拡大による一次産業の発展
〇消費後の廃棄物や農産物の未活用部分の資源化、循環化

など各産業の枠を超えて「食」関連事業の創発を目指す「スマートフード
システム」というモデル事例を提示し、地球環境資源のサステナビリティ
に貢献できる世界でも希少な「食」関連情報流通基盤モデルを各研究ス
テージの研究成果とともに社会実装する。
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これまでの成果・期待される成果

● 次世代バイオ産業・農業における「食」のサステナビリティ
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